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概 　要

従来技術 これまでの研究成果 周辺開発技術

利点・欠点 新技術新技術新技術 創出される技術

応用分野

　離れた位置にある対象物表面の法線を計測する方法及び装置
を提供する。

　両端面を平行に組み合わせた 2枚のウェッジプリズム 11a、
11b を格納する円筒状の光学系 1を構成し、これを一体として
角度可変アクチュエータ 41 により回転させ、投光器 31 から
発射する光の照射位置を可変とし、照射体の少なくとも 3点
94a、94b、94c に光ビームを照射して得られる距離データを基
に法線演算回路51で法線を算出することにより、離れた位置に
ある対象面の面法線を計測する方法及びその装置を提供する。
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岡田　徳次
面法線計測方法及びその装置

三角測量に基づく画像
処理

試作装置による基礎実験で1～
5mの距離内の計測に有効なこ
とを確認

壁、天井、階段、容器、板材、
他の反り、歪み、膨らみ、等の
検出技術

レーザビームによる距
離と面法線の非接触同
時計測

状態の異常検出・診断
技術

状態の安全保持用検査・診断技
術、外部環境認識技術

トンネル壁の歪み、タンク壁の反り、壁傾斜、プロペラ
の面形状、等の自動計測、他階段等の外界認識

図．面法線計測原理の説明




